
Ⅴ 学校防災計画

１ 目標及び努力点

（１）目 標

消防法第８条の第１項の規定に基づき、本校における防火管理に努めるとともに、児童及

び教職員の人命救済や避難などについて適切な措置が日常的にできるようにすることを目標

とする。

（２）努力点

ア 防火管理の組織・運営の周知徹底を図り、全職員・児童の防火に対する意識を高める。

イ 日常的な火気の取り扱いに十分配慮し、防火に努めるとともに、防火施設・設備の定期

点検及び整備に努める。

ウ 万一の火災・地震などの発生においては、人命救助を第一義に考えるとともに、迅速な

諸手続きを行う。

エ 万一の火災に備えての非常時訓練を定期的に行い、自らの命を守る方法を習得させる。

オ 地域性を考慮し、津波・洪水・崖崩れ等についても迅速な防災措置を行う。

２ 自衛消防の組織

防火管理責任者（教 頭）

通報連絡班 避難誘導係 初期消火係 搬 出 係 救 急 班

・教 頭 ・学級担任 ・用務員 ・校長 ・養護教諭

・養護教諭 ・男性職員 ・全職員 ・女性職員

○ 全校への放送 ○ 安全な避難 ○ 消火器の利用 ○ 重要書類の搬 ○ 応急処置の手

○ 市教委、消防 ○ 避難児童数の ○ 火元の確認 出命令 当

署、警察署等 確認及び連絡 ○ 安全な場所へ ○ 病院・保護者

の搬出 への連絡

※ 市教委 ※ 火元から遠い ※ 消火設備・消 ※ 学校沿革史 ※ 配車計画・実

（72-1111） 方へ避難 火器の日常確 卒業証書台帳 施

※ 他＝連絡網参照 ※ 避難経路判断 認 は永久保存

※相互に協力し合い、被害を最小限に止める。

校長への迅速な報告



３ 防災計画

区 分 責 任 者 内 容

防災組織 教 頭 校長・教頭を本部とし、学校全体を指揮し適切な処理をする。

防災教育 生徒指導部 年間計画に基づき、火災・地震等の防災教育・訓練を実施す

る。

通信連絡 教 頭
敏速に消防署・警察署・市教育委員会、その他の関係部署に

連絡する。

避難計画
生徒指導部 年間３回、火災・地震・防犯を想定した非常時訓練を実施す

る

非常持出
校 長 常に非常持ち出し書類を整理し分担して敏速に持ち出す。

教 頭

火気取締
教 頭 火元責任者を明確にして、火気を厳重に管理する。

各責任者

救援計画
養護教諭 全児童の避難を優先し、児童の管理を徹底し、非常の場合の

救援に当たる。

そ の 他 避難場所は、運動場とする。

地震・津波の場合は市木神社へ避難する。

さらに高い場所への避難は市木神社の奥の山に避難する。


